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みぬま №５

 

 

 

 

 

 

 

 

＜報告＞ みぬまで暮らす会 設立総会 
 

５月２３日、みぬまで暮らす会の設立総会が

七里コミュニティーセンター・和室で開催されま

した。「配食サービス・つくしんぼ」と「配食サービ

ス・ひまわり」のスタッフの皆さんや地域包括支

援センターの小川さん、うどんまつりで料理の腕

をふるってくださった鈴木さん等々が参加、総勢

１８名の総会となり、活発な討議の結果、会の                       

規約を定めることができました。 
 

・ みぬまで暮らす会は、次の事業を行います。 

（１）地域の茶の間事業（ランチとオシャベリの会・茶の間貸し出し等） 
（２）講習会・イベント開催事業（親子料理教室・みぬま散歩・コンサート等） 
（３）地域ネットワーク促進事業（情報提供・講師派遣・イベント参加等の相互支援） 
（４）調査・研究事業（見学会・共助の家「みぬまハウス（仮）」づくりプロジェクト等） 
（５）広報事業（情報提供・会報発行等） 

・ この会の目的に賛同する人は、会費を添えて入会申込書を提出することにより、誰でも随時、

入会することができるものとし、会員の種類は次のとおりとします。 

（１）世 話 人 … この会の運営、企画、活動等に積極的に参加し、協力する会員。 
年会費 １２，０００円 （総会における議決権有り） 

（２）正 会 員 … この会の運営、企画、活動等に参加できる会員。 
年会費  ３，０００円 （総会における議決権有り） 

（３）購読会員 … この会の会報及び情報の提供を受け、活動等に参加できる会員。  
年会費 １，０００円 （議決権なし）  

・ この会の役員は世話人から選任（定数）され、初年度の役員が次のように就任しました。 

（１）役員（５名以上） … 伊多波安子・江野本啓子・嘉成勝子・田口秀之助・長沼和子 
（２）監事（１名以上） … 長澤隆司 

 

なお、「共助の家づくり」では具体的な提案が出され、３年以内に「共助の家・みぬまハウス（仮

称）」を実現するために、関係諸団体・個人有志等でさっそくプロジェクトを立ち上げることになりま

した。（＊次頁参照）また、「会報」は、会員内だけでなく、地域のコミュニティペーパーとしての性格も

持たせ、参加する団体や個人有志がお互いに情報発信できる紙面とすることとなりました。 

ｃｏｍ．ｄｅ 
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８０人の歌声が… ♪♪♪ 
＜報告＞ ５月２３日午後、七里コミュニティセン

ターでの「コンサート&歌声喫茶」は８０名もの

人々が集い、ＭＡＫＯＴＯ（重廣誠）さんの六弦ベ

ース演奏から始まりました。ひとつの楽器からあ

んなにさまざまな音色が飛び出すなんて！そし

て、アンコールで演奏されたベースでの津軽じょ

んからに会場は熱くなりました。 
                              第２部は、キララ＆ポンパの夫婦デュオで幕が開 

き、ＭＡＫＯＴＯさんのギターと、デイサービスや 

会食の会で演奏ボランティアをしている千葉さん 

のアコーディオンの伴奏で８０名の大合唱です。 

懐かしい唱歌、６０年代７０年代ポップス、ロシア 

民謡と歌いまくり、楽しい笑い声がホールに響き 

ました。また歌いたいですね！ 

 

共助の家「みぬまハウス（仮称）」設立プロジェクトに参加しませんか？ 
７月から１２月まで、「生涯を自宅で豊かに暮らせる仕組みを地域で創り育てる」ための 

共同学習会を行い、来年1月には共助の家「みぬまハウス」のモデルを作成します。 
   

日    時 ： ７月１１日（土）午後１時３０分～ 

場    所 ： 見沼区役所・多目的室（地域活動室） 

参加条件 ： みぬまで暮らす会の正会員          《 テーマ 》 

参 加 費 ： 無料              ７月 「地域の茶の間から始まる」 

８月 「私たちの食事づくり」 

９月 「無償ボランティアと有償ボランティア」 

10月 「託児サービスについて知る」 

11月 「地域の自然・歴史を知る」 

12月 「建物について知る・家とは」 

 
 

どくだみ化粧水を作ろう！ 
  

どくだみと言うと顔をしかめる方もいるのでは？… 

そのどくだみで、自然素材の化粧水を手づくりしましょう！ 
  

日  時 ： ８月６日（木）１２：００～ 

場  所 ： サロンみぬま （さいたま市見沼区蓮沼７８２－５） 

参加費 ： １,０００円 （原材料費） 

申込先 ： Tel．Fax ０４８－６８７－６２７７ 
  

＊ 当日は、ワンコインランチはお休みですが、おむすびを用意します。 

＊ はさみ（どくだみを切るのに使います）を持参してください。 
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丸山さんちの畑が、こんなふうに、住宅街の中にある理由？！ 
 

ご主人の丸山文隆さんとは昨年１１月、「さいたま・まちプラン市民会議」の見沼区の会合で初めてお会

いしました。今年４月には私たちのワンコインランチで、蓮沼地区の農業についてお話しいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の活動団体の紹介 オーガニック・ハーベスト 丸山 
  

● おもな活動 … 野菜の栽培体験にきませんか？！ 

「食育、環境、地域コミュニティ、命を育む大切さ」をテーマに野菜の栽培体験イベントを行う。多品目

周年栽培を行うことで、３月にはじゃがいもの植え付け、６月にはじゃがいもの収穫、秋にはサツマイモ

と秋野菜の収穫祭を行っています。 

● 設立趣旨 … 農地で地域環境を守り、地域の人々のコミュニティの場となる。 

近所のスーパーや直売所で生産物を販売することによって、フードマイレジ（生産物の配送燃料をカッ 

トすること）を実現し、Ｃｏ２排出量を減らし、地球環境を守る、美味しい物を食べながら地球に貢献！を 

目指しています。 

● 丸山文隆さん（４６歳）プロフィール … 

 明治大学農学科緑地工学研究室卒業のち、渋谷の第一園芸就職。平成３年、さいたま市経済部農政 

課へ転職。グリーンセンターで大宮市の農業を体験し、実践。「さいたま市緑の基本計画」の策定に携 

わり、「農のあるまちづくり」を実践しています。 

開設日：２００７年９月  所在地：蓮沼１６９４  連絡先：０４８－６８７－０１４０ 

 

安心して暮らしたい 私たちのまちの情報ガイド 

「見沼区 介護・福祉マップ」発行！ 
２００６年おおぜいのボランティアの聞き取り調査から始まった 

マップづくりでしたが、地図の作製や編集に携わっているうちに、 
区内の介護保険サービス事業所の廃止・休止や新規参入事業 
所ができる等、町の福祉現場には急速な変化が起こりました。 
２００８年１０月以降アンケートによる再調査を行い、データを更 
新してついに完成！ 地域のみなさまの暮らしに役立つ情報満 
載のマップに仕上がりました。  
  

ご希望の方は Ｔｅｌ／Ｆａｘ ０４８－６８７－６２７７ 長沼まで   

提供価格は、１，０００円です。 
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連
載 
食
を
め
ぐ
る
記
憶
の
糸 

① 

鈴
木
進
一 

 

う
ら
や
ま
し
か
っ
た
臨
終
間
近
な
人
の
食
い
物 

 

一
九
四
六
年
の
秋
。
私
は
佐
世
保
湾
に
浮
か
ぶ
引
き

揚
げ
船
の
中
に
い
た
。
普
通
な
ら
、
ど
こ
か
の
小
学
校
の

２
年
生
か
１
年
生
の
教
室
で
教
科
書
で
も
開
い
て
い
た
は

ず
。
２
年
か
１
年
と
い
う
お
か
し
な
表
現
に
な
る
の
は
、

前
年
の
４
月
に
満
州
・
牡
丹
江
で
小
学
校
に
既
に
入
学

し
て
い
て
、
入
学
即
通
学
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
か
ら
だ
。 

 

兵
隊
検
査
抜
き
の
父
親
の
招
集
・
入
隊
、
満
人
（
中
国

人
）
の
襲
撃
略
奪
、
ソ
連
軍
の
ソ
満
国
境
突
破
・
侵
攻
と

略
奪
と
婦
女
子
陵
辱
、
父
親
の
捕
虜
シ
ベ
リ
ア
進
行
、
命

か
ら
が
ら
の
山
中
逃
避
行
等
々
で
ア
ッ
と
い
う
間
も
な
く

ほ
ぼ
１
年
間
が
過
ぎ
去
っ
た
。
定
住
地
と
て
な
い
流
浪
の

日
々
で
、
残
留
孤
児
に
な
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い

日
々
だ
っ
た
。
し
か
し
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
母
の
奮

闘
と
言
う
か
母
性
本
能
の
お
か
げ
で
や
っ
と
日
本
に
帰

り
着
い
た
の
だ
っ
た
。
だ
か
ら
１
年
生
を
も
う
一
度
や
り

直
す
か
、
年
齢
か
ら
し
て
「
進
級
」
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
の

か
、
の
「
か
」
が
つ
く
曖
昧
表
現
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の

だ
。 

 

と
も
あ
れ
足
を
ゆ
っ
く
り
伸
ば
し
て
寝
る
こ
と
も
ま
ま

な
ら
な
い
狭
さ
と
暑
苦
し
く
て
薄
暗
い
船
の
中
に
私
は
い

た
。
し
か
も
佐
世
保
入
港
間
も
な
い
船
の
中
で
は
な
く
、

入
港
し
て
結
構
日
数
が
た
っ
た
船
の
中
だ
。
ど
れ
ほ
ど
の

日
数
だ
っ
た
か
は
ハ
ッ
キ
リ
記
憶
し
て
い
な
い
。
「
せ
っ
か
く

日
本
に
帰
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
早
く
土
の
上
を
歩
き
た

い
！
」
「
早
く
何
ン
で
も
い
い
か
ら
腹
い
っ
ぱ
い
食
い
た

い
！
」
と
い
う
記
憶
が
主
で
、
本
当
は
そ
れ
ほ
ど
の
日
数

で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
が
し
か
し
何
日
も
何
週

間
も
留
め
置
か
れ
た
よ
う
な
記
憶
が
頭
の
中
を
占
め
て

い
る
。 船

が
佐
世
保
に
着
く
前
か
ら
、
何
故
か
人
が
次
々
に

死
ん
で
い
っ
た
。
腸
チ
フ
ス
か
パ
ラ
チ
フ
ス
と
い
う
法
定
伝

染
病
が
蔓
延
し
て
い
て
、
少
し
状
況
が
下
火
に
な
る
ま
で

は
上
陸
さ
せ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
？
と
に
か
く
バ

タ
バ
タ
と
い
う
言
葉
が
当
て
は
ま
る
よ
う
に
死
人
が
出

た
。
船
の
中
で
は
人
び
と
の
泣
く
声
が
引
き
も
切
ら
な
か

っ
た
。
号
泣
と
い
う
表
現
が
当
て
は
ま
る
激
し
い
泣
き
声

が
今
も
耳
に
残
る
。
肉
親
が
病
気
で
死
ん
で
い
っ
た
か
ら

だ
け
で
な
く
、
船
が
佐
世
保
と
い
う
か
日
本
の
陸
地
が
見

え
だ
し
た
頃
か
ら
一
斉
に
、
と
い
う
感
じ
で
聞
こ
え
た
。

主
と
し
て
母
親
た
ち
だ
っ
た
。
し
か
し
、
我
が
家
の
母
親

は
泣
い
て
い
な
か
っ
た
の
が
そ
の
時
は
不
思
議
だ
っ
た
。
ず

ー
っ
と
後
に
な
っ
て
気
が
つ
い
た
の
は
、
一
斉
に
号
泣
し
て

い
た
母
親
た
ち
は
、
子
供
を
全
員
は
連
れ
帰
っ
て
な
か
っ

た
方
々
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
今
日
の
残
留
孤
児
に
繋
が

る
事
情
の
あ
る
方
々
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

そ
の
時
は
そ
う
し
た
こ
と
に
思
い
が
行
く
は
ず
も
な
い
饑

餓
状
態
の
少
年
の
私
に
は
、
臨
終
間
近
い
人
に
与
え
ら

れ
る
「
澱
粉
ね
っ
か
き
」
が
食
べ
た
く
て
舌
な
め
ず
り
し
て

い
た
。
片
栗
粉
を
熱
湯
で
溶
い
た
だ
け
な
の
に
、
湯
気
が

ゆ
ら
ゆ
ら
立
ち
上
が
り
、
ト
ロ
リ
ツ
ヤ
ツ
ヤ
と
い
か
に
も

甘
み
が
あ
り
そ
う
で
、
「
一
口
食
い
た
い
、
少
々
舐
め
さ

せ
て
く
れ
！
」
で
頭
の
中
は
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
母
や
姉
に

「
止
め
な
さ
い
！
病
気
の
人
の
側
に
行
っ
て
は
気
の
毒

よ
！
」
と
叱
ら
れ
た
も
の
の
臨
終
間
も
な
い
人
の
側
へ
な

ん
と
な
く
少
し
ず
つ
近
づ
き
指
を
く
わ
え
て
い
た
も
の

だ
。 

 

今
考
え
る
と
他
人
の
死
に
何
も
感
ず
る
こ
と
な
く
、
食

い
物
ば
か
り
に
感
心
が
集
中
し
た
何
と
さ
も
し
く
て
寂

し
い
少
年
だ
っ
た
こ
と
か
、
と
思
う
。
が
し
か
し
同
時
に
、

戦
争
と
か
訳
も
わ
か
ら
ず
に
命
か
ら
が
ら
ひ
た
す
ら
逃

げ
ま
ど
う
日
々
の
中
で
、
す
っ
か
り
人
間
と
し
て
の
普
通

の
感
覚
や
心
を
喪
失
し
て
い
た
こ
と
に
ゾ
ッ
と
せ
ざ
る
を

得
な
い
。 

 

そ
れ
か
ら
ど
れ
だ
け
の
日
数
が
経
過
し
た
の
か
ま
っ
た

く
覚
え
て
い
な
い
、
が
と
に
か
く
下
船
・
上
陸
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
上
陸
し
た
ら
腹
い
っ
ぱ
い
食
い
物
に
あ
り
つ
け

る
、
と
待
っ
て
い
た
。  

 
 

 

（
つ
づ
く
） 

 

著
者
の
鈴
木
進
一
さ
ん
は
、
元
レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ
ー 

ナ
ー
で
、
ワ
ン
コ
イ
ン
ラ
ン
チ
の
お
手
伝
い
を
申
し
出
て 

く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
ご
縁
で
知
り
合
い
ま
し
た
。 

そ
の
時
、
満
州
か
ら
の
引
き
上
げ
体
験
が
食
べ
物
へ 

の
こ
だ
わ
り
と
な
り
、
《
食
》
を
一
生
の
仕
事
と
す
る 

キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

鈴
木
さ
ん
の
戦
中
戦
後
の
体
験
を
書
い
て
い
た
だ

と
に
な
り
ま
し
た
。 


